
街
づ
く
り

　
都
心
、
副
都
心
な
ど
は
商
業
、
業
務
活
動
の
場

で
あ
る
と
同
時
に
、
市
民
が
買
物
や
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
場
で
も
あ
る
。
首
都
圏
の
中
核
都
市
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
都
心
機
能
や
、
地
域
の
拠
点
と
し

て
商
業
、
業
務
機
能
の
集
積
を
図
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
魅
力
あ
る
人
間
性
豊
か
な
環
境
を
つ
く
り

だ
し
て
い
く
街
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
生
活
の
場
と
し
て
の
住
宅
地
も
、
安
全

で
快
適
な
環
境
を
も
つ
街
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
横
浜
市
で
は
道
路
、
鉄
道
網
な
ど
の

都
市
基
盤
施
設
の
整
備
、
再
開
発
事
業
や
土
地
区

画
整
理
事
業
を
進
め
、
都
心
、
副
都
心
な
ど
や
良

好
な
住
宅
地
の
形
成
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
歩
行

者
の
た
め
の
モ
ー
ル
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
や
広
場
の

整
備
と
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
に
し
て
い

く
な
ど
街
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

■
都
心
や
地
域
拠
点
の
整
備

　
横
浜
駅
周
辺
や
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
を
中

心
と
し
た
横
浜
の
都
心
部
の
交
通
条
件
は
、
幹
線

道
路
・
高
速
道
路
や
鉄
道
の
整
備
に
よ
り
飛
躍
的

に
改
善
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
商
業
・
業
務
機
能

の
集
積
も
進
ん
で
い
る
。
横
浜
駅
周
辺
で
は
五
五

年
に
地
下
街
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
新
し
く
完
成

し
、
五
六
年
に
は
東
西
自
由
通
路
が
全
面
開
通
。

さ
ら
に
、
東
口
の
交
通
広
場
も
完
成
し
、
東
口
と

西
口
の
一
体
化
が
進
ん
だ
。

　
ま
た
、
関
内
駅
周
辺
で
は
馬
車
道
、
伊
勢
佐
木

町
一
、
二
丁
目
が
モ
ー
ル
化
さ
れ
、
五
七
年
に
は

三
、
四
丁
目
の
モ
ー
ル
化
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
商
店
街
と
し
て
よ
み

が
え
り
、
市
外
か
ら
の
来
街
者
も
ふ
え
る
な
ど
に

ぎ
わ
い
を
増
し
て
い
る
。
野
毛
三
丁
目
の
市
街
地

再
開
発
事
業
も
個
別
の
建
て
替
え
で
は
な
く
、
地

域
ぐ
る
み
で
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
五
八

年
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
商
店
街
の
再
整
備
や
再
開
発
の

動
き
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
地
域
に
活
力
と
魅
力
を
つ
く
り
出
す
た
め
、
主

要
駅
前
を
中
心
に
拠
点
と
し
て
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
鶴
見
駅
西
口
の
市
街
地
改
造
事
業
や

戸
塚
駅
東
口
の
市
街
地
再
開
発
事
業
も
着
々
と
進

ん
で
い
る
。
ま
た
、
上
大
岡
で
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
五
五
年
に
完
成
し
、
駅
前
の
交
通
混
雑
が
か

な
り
緩
和
さ
れ
た
。
東
戸
塚
で
は
駅
開
設
に
伴
い

駅
前
の
開
発
も
行
わ
れ
、
金
沢
八
景
で
は
駅
に
新

交
通
シ
ス
テ
ム
の
乗
入
れ
が
決
定
し
、
地
元
の
再

開
発
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

鶴見駅西口市街地改造完成予想図
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■
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
を
推
進

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
は
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町

地
区
と
横
浜
駅
地
区
の
間
の
海
沿
い
の
地
域
を
一

部
埋
立
て
、
一
八
六
㌶
の
土
地
に
、
交
通
至
便
な

立
地
条
件
を
生
か
し
て
新
し
い
都
心
を
創
出
す
る

計
画
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
、
横
浜
市
を
三
〇
〇

万
人
の
大
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
性
と
地
域
的

一
体
性
を
持
つ
都
市
、
首
都
圏
の
中
核
都
市
と
し

て
整
備
し
て
い
く
た
め
の
中
心
的
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

て
あ
る
。

　
街
づ
く
り
は
、
①
横
浜
経
済
に
新
し
い
活
力
を

「みなとみらい21」模型

与
え
る
業
務
機
能
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
文

化
機
能
な
ど
を
集
め
た
複
合
的
都
心
の
創
造
、
②

都
心
に
融
合
し
た
港
湾
機
能
の
整
備
、
③
水
際
線

を
開
放
し
、
横
浜
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
水
と
緑
の

豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成
、
④
情
報
、
工
ネ
ル
ギ

ー
、
防
災
な
ど
に
つ
い
て
先
進
的
な
都
市
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
を
整
備
方
針
と
し
て
進
め
ら
れ
る
。

　
市
民
各
層
か
ら
長
い
間
待
ち
望
ま
れ
た
こ
の
事

業
は
五
六
年
に
基
本
計
画
が
で
き
、
事
業
手
法
、

事
業
主
体
が
決
ま
っ
た
後
、
横
浜
造
船
所
の
移
転
、

都
市
計
画
決
定
な
ど
の
法
手
続
が
着
々
と
進
ん
で

い
る
。
五
八
年
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
七
五
年
の

完
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

■
新
し
い
街
を
つ
く
る

　
市
街
地
の
都
市
的
利
用
を
高
め
快
適
な
住
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
計
画
的
に
大
規
模
な
面
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

　
接
収
地
で
あ
っ
た
新
本
牧
地
区
に
つ
い
て
は
、

国
際
性
豊
か
な
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
五
七
年
か

ら
区
画
整
理
事
業
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
快
適
な

環
境
を
つ
く
り
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
た
め

街
づ
く
り
協
定
の
具
体
化
を
図
っ
て
お
り
、
そ
の

柱
と
な
る
建
築
協
定
が
結
ば
れ
た
。

金沢区の並木団地の生活道路

　
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
並
木
団
地
で
は
、

歩
行
者
専
用
道
路
を
中
心
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
住
宅
を
取
り
入
れ
た
街
並
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

　
商
業
・
業
務
機
能
の
集
積
と
良
好
な
住
宅
地
の

整
備
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い
る
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
建
設
事
業
で
は
、
集
合
住
宅
の
建
設
も
行
わ

れ
、
五
八
年
秋
か
ら
新
し
い
街
と
し
て
の
活
動
が

始
ま
る
。
こ
こ
で
は
自
然
を
最
大
限
に
生
か
し
た

公
園
や
緑
道
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
地
域
に
わ
た

っ
て
歩
行
者
専
用
道
路
網
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
郊
外
地
の
計
画
的
開
発
も
着
々
と

進
ん
で
お
り
、
組
合
施
行
な
ど
の
土
地
区
画
整
理

事
業
も
五
七
年
度
末
現
在
で
一
二
地
区
六
四
二
㌶

が
行
わ
れ
て
い
る
。
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